
現博物館について

博物館



文化財に指定されている
松本市立博物館所蔵資料
松本市立博物館本館が所蔵する資料はおよそ１２万点。その中

には文化財に指定された資料もあります。1点の資料を見るため
に博物館を訪れるような資料はありませんが、その資料がなぜ重
要なのかを多くの市民の皆さんに理解していただくことで、松本
を誇りに思い、その魅力を情報発信することで観光にも寄与して
いきます。博物館が所蔵する文化財だけではなく、松本市に所在
する文化財を広く公開していく場としても位置付けます。

また、新しい博物館の１階では、季節ごとの魅力ある行事の情
報発信を行うとともに、市域にある文化資源に観光客の皆さんを
誘う市民の皆さんの活動拠点としても活用していきます。
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重要文化財 孔雀文磬

磬は、寺院で法要の際、導師
の合図に鳴らす具です。

昭和34年(1959)に重要文化財
に指定されたこの孔雀文磬は、
和田のからの出土品で、東京国
立博物館での展示会に出品され
て広く知られるようになりまし
た。
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重要文化財 宋版漢書（移管予定）

漢書は、中国の三大史書の一
つで、地理志の「楽浪海中に倭
人あり」の一文は、日本に関す
る最古の記録としています。

本書は中国の南宋時代に出版
されたもので、開智学校の教員
だった松本藩の儒学者松原葆齋
が所蔵していたものを、長男松
原栄氏が松本図書館に寄付しま
した。

3



重要有形民俗文化財
七夕人形コレクション

七夕に人形を飾るという習俗は、
現在では非常に珍しく、松本地方
のほかには糸魚川市などでおこわ
れていることが知られているにす
ぎません。

七夕行事は、中国から伝わった
乞巧奠の系譜と日本古来の盆行事
のはじめの祓の習俗の二つに分け
られ、人形も着物をかけるものと
紙の人形の二種類があります。コ
レクションは45点の資料で構成さ
れています。
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重要有形民俗文化財
民間信仰資料コレクション
松本地方に多い男女一対の木

像道祖神をはじめ、北信地方な
どで用いられる一年限りの木像
道祖神を中心に、田の神・山の
神やお正月に神棚に供えたお神
酒徳利にさす竹製のおみきの口
や小正月や節分に厄除けのため
に用いる十二書など、素朴な民
間信仰資料293点からなるコレ
クションです。
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重要有形民俗文化財
農耕用具コレクション

戦後、ほ場整備事業が進み大
型化した田んぼに、大型機械で
作業する風景が一般的になり、
手作業の農具は急速に衰退しは
じめました。

農耕用具コレクションは「生
活の推移の理解のため欠くこと
のできないもの」として文化財
指定され、その後、全国に歴史
民俗資料館が建設されました。
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松本市重要文化財
松竹梅と桐紋蒔絵の女乗物

この女乗物は戸田家に伝来し
た、城主の奥方などが使用した
乗物と推定されます。錆色に梨
地の漆塗りで、蒔絵の松、竹、
梅と大きな五三の桐紋が散らし
てあります。

戸田家伝来の資史料の工芸品
は少なく、飾り金具や細工物を
打った華麗な大名道具から、威
厳と格式が漂います。
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松本市重要文化財
戸田家伝世の甲冑

この甲冑は「熊皮の冑」とい
われ、戸田家に代々伝世したも
ので、戸田康長着用の当世具足
と伝えられます。

松本の戸田家初代康長が着用
したという伝承にふさわしく、
各所に戸田家の家紋・六星紋が
配されています。
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松本市重要文化財
旧海岸寺経塚出土品

入山辺の旧海岸寺の寺域から
少し登った尾根上から発見され
た経塚の出土遺物の青銅製の経
筒、白磁合子、鉄製刀子です。

平安時代末期から、都の貴族
の荘園と化していた松本平にお
いても、末法思想が広まってい
たことを示す貴重な資料です。
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寛永通宝松本銭と鋳造の許状

寛永通宝は、江戸時代を通じて
広く流通した銭貨です。寛永13年
に江戸の芝と近江坂本の2か所で
鋳造が始まり、翌14年には新銭を
全国各地に流通させるため、水
戸・仙台・吉田・松本・高田・
萩・岡山・竹田の8か所に鋳造所
が設けられました。

松本の鋳銭の請元となったのは、
代々町役人を務めた今井家で、松
平直正治世の6年間鋳造が行われ、
鋳型の棹がついたままの枝銭と許
状が伝えられてきました。
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松本市重要文化財
朱印状及び領知目録（寄託）

江戸時代の文書には、朱印状
と黒印状があり、朱印状によっ
て認知された土地を朱印地とい
いました。

指定された書状は寛永11年か
ら明治2年までの朱印状11通、
領知目録4通などで、このよう
に多くの朱印状等が存在するこ
とは全国的にも類例がなく、貴
重なものです。
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松本市重要文化財
松本城下絵図（寄託）

「享保十三年秋改松本城下絵
図」と呼ばれ、水野氏改易後、
享保11年に入封した戸田氏が治
世の出発にあたって、家臣団の
実態の掌握と城下町の支配に供
するために製作したものと考え
られます。

縮尺は、およそ600分の1で
かなり精度が高く、縮尺をそろ
えれば現在の松本市都市計画図
ともよく符合します。
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松本市重要文化財
信濃国松本藩領大絵図（寄託）

この絵図は、筑摩郡八組・安
曇郡七組の村名を色別小判型で
示し、境界・山・川・湖・街道
等を描いた実務用と推定される
紙本著色の絵図です。

成立年代の記載がありません
が、「水野壱岐守」領が明記さ
れており、水野壱岐守忠定が筑
摩郡に知行地を持っていた正徳
3年～享保10年の時期に作成さ
れたものと思われます。

15



松本市重要有形民俗文化財
初市の宝船・七福神人形

この宝船と七福神人形は、か
つて初市の時に渡御行列の殿を
つとめていた本町五丁目の練り
物です。江戸時代の賑わいは、
江戸の絵師・菅縉斎が天保6年
に描いた『市神祭之図』に描か
れています。

宝船の上には七福神人形がに
ぎやかに飾られましたが、残念
ながら布袋は紛失しています。

16



平成30年度 行事案内

• 平成３０年度
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令和元年度 行事案内

• 令和元年度
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令和２年度 行事案内（コロナで未実施の事業多数）

• 令和２年度
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